
東日本大震災 福島第一原発事故に際して
運営委員会からのメッセージICBUW

今、日本で起こっている原発による放射能汚染とウラン兵器とは、いろんな意味でつながっていま

す。放射能汚染とヒバクによる被害をこれ以上拡げさせないために、皆さんとともに努力して行きた

いと思います。

ウラン兵器禁止を求める国際連合（ ）からのメッセージICBUW
年３月２７日 マンチェスターにて2011

いくつかの大陸から、英国のマンチェスターに集った「ウラン兵器禁止を求める国際連

合（ 」運営のメンバーは、地震、津波、そして人災である「核の危機 （福島第ICBUW） 」

一原発事故）という 「三重の災難」にみまわれている日本の人々に、心からお見舞い申、

し上げます。

私たちは、家も家族も失い、そして核の被害に直面している人々のことを深く心配して

います。被災された人々、全ての方々に思いをよせています。日本の皆さんが、この困難

と悲しみにもかかわらず、お互いに助け合いながら事態を乗りこえようとしておられる姿

は、私たちを勇気づけるものです。全世界の人々とともに、私たちも連帯の気持ちを表明

したいと思います。

年に私たち は広島で国際大会を持ちました。広島から世界へ、劣化ウラン2006 ICBUW

のヒバクシャがメッセージを発しました。私たちは、戦争や核放射線による悲劇のない世

界をめざすという、日本の友人たちの考えと信念に非常に感銘を受けました。そして、私

たちの願いを「ヒロシマ・アピール」として表明し広めました。

はウラン兵器禁止とその被害者支援のために活動しています。劣化ウラン被害ICBUW

者は、戦争による破壊だけでなく、それに加えてウラン兵器による放射能汚染の被害に苦

しんでいます。

戦争と自然災害は、質的に違います。しかしながら、核事故（原発事故）による放射能

汚染もウラン兵器による放射能汚染のいずれも、人間が生み出した災害であり、人間の手

で、その政治的意志によって避けることができるものです。

ウラン兵器は、核燃料の製造過程でできる廃棄物の軍事利用です。米国内で製造された

核燃料が日本に輸出され原発で使用されています。このように、日本の原発事故と、米国

が使用したウラン兵器とは、いずれも核燃料を通じてつながっているといえます。米国が

イラクで使用したウラン兵器によって 人々が放射線にヒバクしています 私たちは 人、 。 、「

間がもたらした放射性物質の使用」という、同じ敵と危険に直面しているのです。

どんな低線量の放射線でも、何年も後になってがんや白血病を引き起す可能性がありま

す。それは事実です。低線量放射線は、直ちに危険を及ぼすとはいえないかもしれません

が、最終的にはなんらかの健康影響をもたらすのです。低線量被曝を、医療被曝や自然の

バックグラウンド放射線と比較することによって、軽視することは正しくありません。私

たちは、日本で、適切な緊急時の放射線防護対策が、速やかにとられることを望みます。

感受性の高い、子どもたちや妊婦を守る配慮がなされるべきです。損傷を受けた原子炉の

危機が速やかに収束し、労働者と住民の危険が最小限に抑えられるよう願っています。こ

の「三重の災害」にみまわれている人々が、一日も早く、生活を取り戻し、新たな再出発

をできるようになることを願っています。

私たちは、日本の人々とともに、そして被災された方々とともに、放射能汚染の脅威の

ない平和な世界に向けて、進みたいと思います。そのような世界を享受することは、全て

の人々の基本的人権です。私たちは日本から地理的には遠く離れていても、私たちの心は

いつも皆さんとともに、被災された方々とともにあります。


